
これからの社会像

グローバル化・
Society5.0  を生き
抜く力の必要性

持続可能な社会の
創り手の育成
ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞの向上

予測困難な
VUCAの時代 自分で考え、選び、決めていく時代

子どもも大人も生涯に渡り
主体的に学び続ける社会

第4期教育振興
基本計画

自分で考え、決定し、行動できる子 ～私たちは、できる！～

自他の存在を尊重し、
多様な人々と協働する社会

心身ともに健やかに生きる力
（健やかな体）

自律して学ぶ力

・ウェルビーイングな場での人権教育

「“あい”でつながりともに “笑顔” 」
・対話を重視（ｻｰｸﾙ対話・全校道徳）
・多様な人々と協働する（縦わり活動）

・心理的安全性の高い場でのチャレンジﾞ

（学年･学級ﾚｸ月間・千石ｷﾞﾈｽ）
・安全教育「自分の命は自分で守る」
・しなやかさを養うレジリエンスの思考

何ができるようになるか
・学んだことを社会生活の中で生かす力

（本物のヒト・モノ・コトとの出あい）
・すべての学習の基盤となる汎用的な力

（朝学習の充実・家庭学習の推進）
・自ら課題を設定し、計画的に学習をする力

（自由進度学習・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの立ち上げ）

何を学ぶか
・各教科等の枠組みを踏まえた学習内容を学ぶ

・カリキュラム・マネジメントの充実
・探究的な学びを実現するための、教育課程
を編成する

何が身についたか
・学びを振り返り、フィードバックする

（振り返り活動の充実・学習発表会）
・自らの学びを振り返ることができるようにする

（学習のサイクルを意識した授業）

どのように学ぶか
・自律した（自分で考え、判断し、決定し、行

動する）学びの実現
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
により、主体的・対話的で深い学びを実現する

・ゆるやかな協働性の中で学び続ける集団

理想の子ども像
（学校努力点）

主体的に学ぶ
千石の子（3期目）

子どもの可能性をどのように引き出すか、最大限引き出すために何が必要か

・教職員の心理的安全性を高める

（職員室の組織開発・自主学習会）
・子ども観の転換（子どもに委ねる）

（子どもは可能性にあふれている）
・人間観の転換→大人の個性を発揮する

（強みを生かすチーム担任制）
・校内研修の充実・働き方改革

（教職員が学び合う時間の確保）

・すべての大人で子どもを見守る

（保護者・地域との連携）
・一貫した指導の充実

（千石小基本ガイドの作成）
・積極的な情報発信、学校評価

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、学校評議員との連携）
・開かれた学校づくり

（授業参観、学校教育説明会等）

・特別な配慮を要する子どもへの支援

（SC、子ども応援委との連携）
・キャリア教育の充実

（ｷｬﾘｱ・ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ、SP隊、学区・
地域の方、専門家等との連携）
・千石学区ならではの強み

（保護者・地域と対話して形成さ
れる、持続的なコミュニティ）

自分で 考えて！
ためして！レベルアップ!!

前向きに、ポジティブに
行動する

明るく みんな仲よく
他の人に思いを寄せ、
何事にも安心できる

自分も他者も大切にする力
（豊かな心）

互いのちがい
を認める

対話を重視
する

互いの可能性を
信じる

持続的なつながり
を大切にする

家庭 「ナゴヤ学びのコンパス」を基に、千石小の実態に合わせて

子どもも大人も
学び続ける
チーム千石

子ども中心の
学びにすべての
大人が伴走する

教職員

地域

心理的安全性（人権教育） チャレンジ（キャリア教育）

「子ども中心の学び」を意識する

育てたい３つの力と
具体的な取組

強く
粘り強く柔軟に

自分の好きを追究し続ける


